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3背景：研究データ管理・利活用の要請

オープンサイエンス推進とDMP

• 公的資金による研究の成果を社会に還元するというオープンサイエンスの趣旨の元、研究データの
管理・利活用の推進が求められている

• オープン・アンド・クローズ戦略に基づいた、公開・非公開の検討が必要

• DMP（データマネジメントプラン）＝研究データの保存・管理、並びに、公開・共有、利活用に関する方
針を定める計画書

• DMPの作成義務化
 MoonshotやAMED等、一部の外部資金で先行して開始

• 科研費のすべての種目でDMP必須化
 FY24より

• 科研費の報告書で、研究データのメタデータ情報欄が追加、論文の根拠データは報告義務
 FY24報告書から

• 論文のオープンアクセス必須化
 FY25公募課題から



4背景：研究データの区分とDMPの範囲

DMPの範囲
＝管理対象データ

＝メタデータ

その中で公開するもの
＝公開データ

本学の研究データ管理・公開ポリシー解説から抜粋

科研費における研究データの管理・利活用についてから抜粋

https://c.bureau.tohoku.ac.jp/wp-content/uploads/2021/12/%E3%83%AA%E3%83%B3%E3%82%AF2_%E6%9D%B1%E5%8C%97%E5%A4%A7%E5%AD%A6%E7%A0%94%E7%A9%B6%E3%83%87%E3%83%BC%E3%82%BF%E7%AE%A1%E7%90%86%E3%83%BB%E5%85%AC%E9%96%8B%E3%83%9D%E3%83%AA%E3%82%B7%E3%83%BC%E3%81%AE%E8%A7%A3%E8%AA%AC.pdf
https://www.jsps.go.jp/j-grantsinaid/01_seido/10_datamanagement/index.html


5背景：科研費での対応要請

https://www.jsps.go.jp/j-grantsinaid/01_seido/10_datamanagement/index.html



6背景：メタデータ報告フォーマット

https://www.jsps.go.jp/file/storage/kaken_g_2834/r7shiryou02_rev2.pdf

各種対応が手入力や、独自書式の
Excelになりがちで、対応コストが高い



7研究データ管理とオープンアクセス対応 システム全体像

DMR-OAアプリ

OPEN SCIENCE

TIDC

東北大学リポジトリ

報告書用csv

公開

論文DB

出版社ポリシーDB

外部資金DB

Sherpa Romeo

SCPJ

大学情報DB
RefDBx

論文ー助成金
情報紐づけ

登録用TSV

図書館スタッフ

登録

ストレージ
（研究者個別）

DataLake1.5
公開機能あり

日々利用のストレージ
としても利用可能

DOI/URL情報連携

研究成果発表
確認シート

部局評価用
データ

各種IR業務の効率化

DMP更新

情報の一元化による、教員の対応コスト削減を目指し、様々な取り組みをしています



8本日の説明会でカバーする範囲

DMR-OAアプリ

OPEN SCIENCE

TIDC

東北大学リポジトリ

報告書用csv

公開

論文DB

出版社ポリシーDB

外部資金DB

Sherpa Romeo

SCPJ

大学情報DB
RefDBx

論文ー助成金
情報紐づけ

登録用TSV

図書館スタッフ

登録

ストレージ
（研究者個別）

DataLake1.5
公開機能あり

日々利用のストレージ
としても利用可能

DOI/URL情報連携

研究成果発表
確認シート

部局評価用
データ

各種IR業務の効率化

DMP更新



9対象の範囲の確認（科研費の場合）

項目 種別 対象

DMP作成と管理 対象課題
FY24以降「実施」のすべての科研費研究課題
※提出義務はないが、本学では本アプリへの登録を原則とする

メタデータの報告

対象課題 FY24以降「実施」のすべての科研費研究課題

対象者 研究代表者

対象論文とデータ 査読付き電子ジャーナルの根拠データのうち公開が求められているもの

オープンアクセス化
※別途説明会開催予定

対象課題 FY25以降「公募開始」分から

対象論文 査読付き電子ジャーナル

cf. https://www.jsps.go.jp/file/storage/kaken_g_2834/2025_seido_faq.pdf



10科研費用DMP作成と報告書用CSV作成にかかる操作手順

1.全体の構成

2.DMPの作成

3.成果（論文）情報の連携

4.論文根拠データのメタデータ生成

5.電子申請システムの報告書用csvフォーマット出力



111. 全体の構成

外部資金（研究プロジェクト）一覧画面

DMP一覧画面

論文一覧画面



122. DMPの作成

既知の情報は
プリセットされます



132. DMPの作成

プロジェクト詳細タブで
設定したメンバーから選択



142. DMPの作成

Excelで作成したDMPの読み込み



153. 成果（論文）情報の連携

読み込まれるデータはresearchmapベース

論文詳細画面

論文一覧画面



163. 成果（論文）情報の連携

過去の報告書や、論文の謝辞等からその論文に紐づくプロジェクト
（外部資金）の情報がプリセットで入っている場合もあります。 紐付いていない場合はここから紐付け

論文とプロジェクトを紐付けると、報告書作成が簡単になります。



174. 論文根拠データのメタデータ生成

報告する根拠データがある場合は、
DMPからコピーできます。

参照できるDMPは紐づけが行われた
プロジェクトのDMPのみです。

紐付けしてからコピー



185. 電子申請システムの報告書用csvフォーマット出力

現在は論文一覧のみに対応

論文根拠データについては、JSPS側でシステム改修対応中で、
フォーマット確定次第、このアプリでも対応予定



19まとめと今後の予定

• 研究データ管理ポリシーおよび解説、本アプリURLリンク、問い合わせフォームはこちら
https://c.bureau.tohoku.ac.jp/page-29047/

• アプリ運用開始は2025/4/1です

• 今後の予定

• 根拠データCSV出力対応（JSPSのシステム改修後）

• 科研費以外のDMP書式への対応

• オープンアクセス（OA）対応

• 東北大リポジトリ（TOUR）登録TSV対応

• 種々の報告書フォーマットに拡張（部局評価等）

• 外部資金ダッシュボード機能

• researchmap入力補助者派遣プロジェクト

• 研究者IDマスターファイルの登録も忘れずにお願いします！
https://www.bureau.tohoku.ac.jp/provost/

https://c.bureau.tohoku.ac.jp/page-29047/
https://www.bureau.tohoku.ac.jp/provost/


20researchmap入力補助者派遣プロジェクト

DMR-OAアプリ

OPEN SCIENCE

TIDC

東北大学リポジトリ

報告書用csv

公開

論文DB

出版社ポリシーDB

外部資金DB

Sherpa Romeo

SCPJ

大学情報DB
RefDBx

論文ー助成金
情報紐づけ

登録用TSV

図書館スタッフ

登録

ストレージ
（研究者個別）

DataLake1.5
公開機能あり

日々利用のストレージ
としても利用可能

DOI/URL情報連携

研究成果発表
確認シート

部局評価用
データ

各種IR業務の効率化

DMP更新

• 論文データはresearchmapベースです

• 外部データソースからの取込機能を活用しましょう

• かんたんマニュアル作成しました

• researchmap入力補助者、派遣します！

• 対応するのは東北大の学生アルバイト（研修受講済み）

• 2025年5月以降開始予定
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